


近年、全国各地で、これまで予想もしなかった規模
の水害が相次いで発生しています。

この避難ルールブックは、令和元年度から令和5年
度にかけて開催された「いたばしコミュニティ防災
【新河岸地区】ワークショップ」での議論をベースに、
「荒川下流タイムライン」など議論を踏まえ、万が一
の水害時に取る行動などを新河岸地区の皆さんが協力
し、作成したものです。

● 大雨のおそれがある時には、ルールブックを参考に
命を守る行動を行ってください。

● 日頃から、ルールブックを読んで、とっさの時にす
ぐに使えるようにしておくことが大切です。

洪水から命を守るために !!
●早めの避難
● 積極的な情報の収集
● 地域の助け合い
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【災害対策本部】

☞板橋区では、水害のおそれがある場合に避難情報を発表します。

広報車・
ポンプ車

避避難難情情報報のの伝伝達達経経路路

洪洪水水予予報報

レベル 行動を促す情報 住民が取るべき行動 状況

５５ 緊急安全確保 命の危険 直ちに安全確保！ 災害発生または切迫

４４ 避難指示 危険な場所から全員避難 災害のおそれ高い
３３ 高齢者等避難 危険な場所から高齢者等は早めの避難 災害のおそれあり

〈 警 戒 レ ベ ル 4 ま で に 必 ず 避 難 〉

水水害害ののおおそそれれががああるる場場合合

避避難難情情報報とと川川のの水水位位
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※洪水予報には「氾濫注意情報」から「氾濫発生情報」まで４段
階の情報があります。避難判断水位(A.P.6.50m)は避難を行う
ための猶予時間を考慮した水位です。雨の降り方によっては、
水位が急激に上昇することもありますので、余裕をもった行動
を心がけましょう。 （A.P.：荒川工事基準面）

荒川・新河岸川

民生・児童委員
高島平地区会長

高島平地域
センター

民生・児童委員 町会・自治会長

電話及び
FAX・メール

電話及び
FAX・メール

避難の準備をする水位
(A.P.+ 4.00m)

避難を開始する水位
(A.P.+5.00m)

荒川【岩淵水門（上）】 新河岸川（笹目橋）

☆荒川【岩淵水門（上）】の水位が約６m、もしくは新河岸川【笹目橋】の水位が約５ｍに達した
時点で災害対策本部より高島平地域センター、民生・児童委員高島平地区会長へ避難所開設情
報を伝達します。



水水害害ののおおそそれれががああるる場場合合

水水害害時時のの避避難難ルルーールル
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上記アドレスに空メールを送ると自動的に
返信がきますので、登録が完了となります。

itabashi@cousmail-entry.cous.jp

平平常常時時・・事事前前

☞板橋区防災メール配信サービス・板橋区LINEに登録

注注意意時時期期

☞板橋区防災メール・LINEから気象警報を
受け取る。

☞荒川、新河岸川の水位情報に注意

板橋区からの避難情報も発表されますので、情報に従って行動してください。

※荒川「岩淵水門（上）」
新河岸川「笹目橋」の水位を確認しましょう。

避避難難のの準準備備をを開開始始

避避難難をを開開始始

※ 荒川では上流の埼玉県の警報も注意しましょう。

荒川【岩淵水門（上）】 新河岸川【笹目橋】

水位が約４ｍ を超過し、さらに
水位が上昇すると見込まれる時

水位が約４ｍを超過し、さらに
水位が上昇すると見込まれる時

※ 板橋区防災メール・LINEに登録すると、国土交通省と気象庁が共同で
発表する洪水予報が配信されます。

荒荒川川【【岩岩淵淵水水門門（（上上））】】 新新河河岸岸川川【【笹笹目目橋橋】】

☞「避難の支援が必要な方（要配慮者）等」は避難を開始

ハザードマップで確認し、記載しておきましょう。

→洪水情報の確認はＰ.23

荒川【岩淵水門（上）】 新河岸川【笹目橋】

水位が約６ｍを超過し、さらに
水位が上昇すると見込まれる時

水位が約５ｍを超過し、さらに
水位が上昇すると見込まれる時

※「避難の準備を開始」や「避難を開始」の水位は早めの避難を促す目安であり、
洪水予報に基づく「避難判断水位」や「氾濫注意水位」は、Ｐ.１に示した水位です。

状
況
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た
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難
（
避
難
方
法
は

を
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照
）

P.28

登
録
方
法

岩淵水門（上）

笹目橋

町会・自治会では、
「避難の準備を開始」を 荒川【岩淵水門(上)】約４ｍと新河岸川【笹目橋】約４ｍ
「避難を開始」を荒川【岩淵水門(上)】約６ｍと 新河岸川【笹目橋】約５ｍ

に決めています。

自自宅宅のの想想定定浸浸水水深深 ｍｍ

防災メール

はこちら

板橋区LINE

はこちら



新河岸地区では、要配慮者が避難所に移動する際、共栄交通・光
洋自動車（タクシー）の援助協力をお願いしています。

・高齢者等避難が発令されたときです。
※新河岸地区代表は、共栄交通・光洋自動車にタクシー配車時刻、台数、乗車人数を確認する

・タクシーが出る場合は、対象者に町会・自治会から連絡が入ります。

②避難タイミング

【乗車場所】
新河岸地区代表が町会・自治会長と相談の上、決定します

【避難先】
区の指定避難所

③乗車場所と避難先

【避難手段】タクシー
【協力範囲】365日24時間対応（空車が近傍にいる場合のみ）

④避難手段と事業所の協力範囲

・要配慮者および補助支援者 です。
※提供されるタクシーの台数により乗車可能人数が変わりますので、

避難対象者は町会・自治会が作成する要配慮者リストにより決定します。

①避難対象者

水水害害ののおおそそれれががああるる場場合合

タタククシシーーででのの避避難難（（要要配配慮慮者者））

⑤タクシー避難の連絡方法

共栄交通
光洋自動車

新河岸
地区代表

各町会・
自治会長

避難
対象者

①配車時刻・台数・乗車人数
を報告
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②情報提供

③連絡

※連絡は電話・メール・ LINE等で行います

・

・
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ココミミュュニニテティィタタイイムムラライインンととはは
各各町町会会・・自自治治会会ののココミミュュニニテティィタタイイムムラライインン

町会・自治会役員をはじめとする住民が中心となり、水害をもたらすような大
雨が予想されるときに、地域に住む住民全員が安全に避難するために、いつ、誰
が、どう行動すべきか時系列で整理し、まとめた地域の防災計画のことを『コ
ミュニティタイムライン』と言います。
コミュニティタイムラインを作成し、地域で運用することによって、以下のよう

なメリットが期待できます。
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ココミミュュニニテティィタタイイムムラライインンのの見見方方・・使使いい方方

各各町町会会・・自自治治会会ののココミミュュニニテティィタタイイムムラライインン

❸

❶ いつ：タイムラインステージ／きっかけ情報

 防災対応を区分化したタイムラインステージを示しています。

 ステージ区分は、板橋区の対応に沿って設定しています。

 きっかけ情報を見た・聞いた際には、ステージに合わせた行動を行ってください。

❷ 誰が：町会・自治会会長・役員/個人（住んでいる階別）

 地域の役割・立場を示しています。ワークショップでの議論を通じ地域の現状に応じて、整理しました。

 個人については、住んでいる家の階数に応じて、整理しました。

❸ 何を：防災行動

 水害時にそれぞれの立場・役割の方がどのような対応を行うか、具体的な防災行動とその方法を記入し
ています。

 「個人がすること」の欄には独自に気がついた行動を追加していただいてもかまいません

※分散（縁故等）避難については、各町会・自治会コミュニティタイムライン上では分散避難と表記していま

す。分散（縁故等）避難についてはP.28を参照してください。

❶

❷

。



【町会・自治会の分類とコミュニティタイムライン記載ページ】
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町町会会・・自自治治会会のの位位置置図図

町会・自治会名 町会・自治会の分類（高層・低層） ページ番号

西台北町会 戸建て～９階建てまで混在 7～ 8

新河岸一丁目自治会 ５階～１０階建て以上混在 9～10

都営新河岸団地自治会 ５階～９階建て 11～12

新河岸八号館自治会 １０階建て以上 13～14

新河岸九号館自治会 １０階建て以上 15～16

新河岸二丁目自治会 ５階～９階建て 17～18

新河岸町会 戸建て～１０階建て以上混在 19～20

赤塚河岸町会 戸建て～９階建てまで混在 21～22

西西台台北北町町会会

新新河河岸岸一一丁丁目目自自治治会会

都都営営新新河河岸岸団団地地自自治治会会

新新河河岸岸八八号号館館自自治治会会

新新河河岸岸九九号号館館自自治治会会

新新河河岸岸二二丁丁目目自自治治会会

新新河河岸岸町町会会赤赤塚塚河河岸岸町町会会

各各町町会会・・自自治治会会ののココミミュュニニテティィタタイイムムラライインン
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ステージ きっかけ情報
町会の行動

目標 町会長 常任理事

避
難
の
準
備

72
時
間
（
3
日
）
～
27
時
間
前

ス
テ
ー
ジ
１

•分散避難が呼びかけら
れたとき

•住民防災組織（町会）へ
区から情報提供された
とき

•福祉施設から避難関係
の連絡があったとき

分散避難
準備開始

 防災情報等の収集と役員へ
の伝達

 役員等を招集し、新河岸地
区の班への情報共有と役割
の確認を指示

 住民に対し避難準備の呼び
かけを始めるよう、役員へ
指示

 住民に対し、電話また
はメールを使い、避難
の準備を呼びかける

 避難行動要支援者名
簿の確認

 理事と協力して要配慮
者へ電話を使い、避難
の準備を行うように呼
びかける

避
難
の
開
始

27
時
間
～
11
時
間
前

ス
テ
ー
ジ
2

•新河岸地区に【高齢者
等避難】（警戒レベル３）
が発令されたとき

•集合場所、特定の避難
所が開設されたとき

分散避難
開始

要配慮者
避難開始

 荒川・新河岸川の水位、防災
情報等の収集と役員への伝
達

 要配慮者に対する避難支援
を役員等へ指示

 住民に対し早めの避難の呼
びかけをするよう、役員へ
指示

 要配慮者の避難状況の確認

 住民に電話またはメー
ルを使い分散避難を
呼びかける

 避難行動要支援者名
簿を元に要配慮者の
避難状況の確認

地
区
か
ら
脱
出

11
時
間
～
3
時
間
前

ス
テ
ー
ジ
３

• 【避難指示】（警戒レベ
ル４）が発令されたとき

•荒川治水橋で氾濫警戒
情報が発表されたとき

•避難所第1段階（氾濫
警戒）が開設されたと
き

住民は地区
から離れ
避難する

風雨が
強くなる前に
避難する

避難支援者は支援を終えて避難

 荒川・新河岸川の水位、区か
らの避難情報を町会員に共
有する

 避難所の開設支援等を行う
 避難後に、町会内地区住民
の避難状況を集約

 必要に応じて避難状況を区
へ報告

 避難所の開設支援な
どを行う

 避難後に、町会員・地
区住民の避難状況を
町会長に報告

 要配慮者の避難状況
を町会長に報告

避
難
の
徹
底
・継
続

３
時
間
前
～
0
時
間

ス
テ
ー
ジ
４

•荒川岩淵水門（上）で氾
濫危険情報が発表され
たとき

• 【緊急安全確保】（警戒
レベル５）が発令された
とき

確実に安全
な状況にな
るまで避難
場所から離
れない・戻ら
ないを徹底
する

 避難所での対応を継続
 安全な場所で町会員・地区
住民の避難状況の共有

 避難者への被害状況の提供
（行政からの情報）

 避難所の開設支援な
どを行う

警戒レベル4までに必ず避難！逃げ遅れはゼロに!

•荒川岩淵水門（上）
•新河岸川笹目橋
➡水位が4ｍ超え
※さらに上昇見込み
のとき

•荒川岩淵水門（上）
➡水位6m超え

•新河岸川笹目橋
➡水位5ｍ超え
※さらに上昇見込み
のとき
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町会の行動 個人がすること

新河岸地区理事 低層階
（戸建て及び2Fまで）

中層階（3～5F） 高層階（6F以上）

 常任理事と協力して避
難行動要支援者名簿を
確認

 常任理事の依頼があれ
ば、要配慮者へ電話ま
たは訪問して避難の準
備を呼びかける

 家族と避難先・ハザードマップを確認

 親戚・知人等に受入れ依頼の連絡
 町会へ避難先の連絡

 持ち出し品の確認
 貴重品や重要財産を
非浸水階に移動

 高台への避難準備を
始める

 事前に協力者を探し、
確保しておく

 飲み物・食料の準備  避難の検討を行う
 避難生活用の物品を
準備

 常任理事と協力して、
要配慮者宅、独居高齢
者宅を訪問し、避難を
呼びかける

 避難に時間のかかる方は避難開始
 要配慮者は「無事ですバンダナ」を使い、避難したことを知らせる

 町会へ避難の連絡

 隣近所に声をかけてか
ら避難する

 行動状況を示す

 停電等に備え充電開始

避難支援者は支援
を終えて避難

 安全な場所で要配慮者
の避難状況の確認

速やかに避難する
地区に戻らない

 安全な場所で要配慮者
の避難状況の確認

避難完了 安全確保の徹底 避難の継続

警戒レベル4までに必ず避難！逃げ遅れはゼロに!

※2週間以上浸水が続くため新河岸地区外へ
避難してください。
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ステージ きっかけ情報
自治会の行動

目標 自治会長・自衛防災隊 各階理事

避
難
の
準
備

72
時
間
（
3
日
）
～
27
時
間
前

ス
テ
ー
ジ
１

•分散避難が呼びかけられた
とき

•住民防災組織（自治会）へ区
から情報提供されたとき

•福祉施設から避難関係の連
絡があったとき

分散避難
準備開始

 荒川・新河岸川の水
位、防災情報等の収
集と各階理事への伝
達

 防災隊・各階理事等
を招集し、情報共有
と役割の確認を指示

 避難準備の呼びかけ
を始めるよう防災
隊・各階理事へ指示

 他町会・自治会との
連携事項の確認

 防災隊はハンドマイ
クにて避難準備の呼
びかけ

 全戸訪問しチラシを
配り、避難の準備を呼
びかける

 各戸の避難方法の把
握（縁故避難か避難所
へ行くか）

避
難
の
開
始

27
時
間
～
11
時
間
前

ス
テ
ー
ジ
2

•新河岸地区に【高齢者等避
難】（警戒レベル３）が発令さ
れたとき

•集合場所、特定の避難所が
開設されたとき

分散避難
開始

要配慮者
避難開始

 荒川・新河岸川の水
位、防災情報等の収
集

 防災隊は各階理事等
に全戸への避難、要
配慮者の支援を指示

 各戸避難状況の確認

 全戸訪問を行い、バス
やタクシーの動いて
いる間の分散避難を
呼びかける

 要配慮者の避難状況
の確認

 要配慮者は避難時に
無事バンダナ（黄）を
玄関に出す

 避難所へ向かう人は
集会所へ集合し、バス
で向かう

地
区
か
ら
脱
出

11
時
間
～
3
時
間
前

ス
テ
ー
ジ
３

• 【避難指示】（警戒レベル４）
が発令されたとき

•荒川治水橋で氾濫警戒情
報が発表されたとき

•避難所第1段階（氾濫警戒）
が開設されたとき

住民は地区
から離れ
避難する

風雨が
強くなる前に
避難する

避難支援者は支援を終えて避難

 荒川・新河岸川の水
位、区からの避難情
報を自治会員に共有
する

 避難所へ向かい、状
況の確認

 隣近所互いに声かけ
て速やかに全員避難
完了

避
難
の
徹
底
・継
続

３
時
間
前
～
0
時
間

ス
テ
ー
ジ
４

•荒川岩淵水門（上）で氾濫
危険情報が発表されたとき

• 【緊急安全確保】（警戒レベ
ル５）が発令されたとき

確実に安全な
状況になるま
で避難場所か
ら離れない・
戻らないを徹
底する

警戒レベル4までに必ず避難！逃げ遅れはゼロに!

•荒川岩淵水門（上）
•新河岸川笹目橋
➡水位が4ｍ超え
※さらに上昇見込みのとき

•荒川岩淵水門（上）
➡水位6m超え

•新河岸川笹目橋
➡水位5ｍ超え
※さらに上昇見込みのとき
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個人がすること
低層階

（戸建て及び2Fまで）
中層階（3～5F） 高層階（6F以上）

 家族と避難先・ハザードマップを確認

 親戚・知人等に受入れ依頼の連絡

 持ち出し品を確認
 貴重品や重要財産を非浸水階
に移動

 飲み物、食料の準備

 避難の検討を行う
 避難生活用の物品を準備

 避難に時間のかかる方は避難開始
 要配慮者は「無事ですバンダナ」を使い、避難したことを知らせる

 停電等に備え充電開始

速やかに避難する
地区に戻らない

避難完了 安全確保の徹底 避難の継続

警戒レベル4までに必ず避難！逃げ遅れはゼロに!

※2週間以上浸水が続くため新河岸地区外へ
避難してください。
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ステージ きっかけ情報

自治会の行動

目標 自治会長 役員

避
難
の
準
備

72
時
間
（
3
日
）
～
27
時
間
前

ス
テ
ー
ジ
１

•分散避難が呼びかけら
れたとき

•住民防災組織（自治会）
へ区から情報提供された
とき

•福祉施設から避難関係
の連絡があったとき

分散避難
準備開始

 荒川・新河岸川の水位、防
災情報等の収集と役員への
伝達

 役員等を招集し、自治会の
各班への情報共有と役割の
確認を指示

 避難準備の呼びかけを始め
るよう役員へ指示

 他町会・自治会との連携事
項の確認

 住民に連絡網・拡声器
を使い、避難の準備を
呼びかける

 要配慮者に対し戸別訪
問し、避難の準備を行
うよう呼びかける

避
難
の
開
始

27
時
間
～
11
時
間
前

ス
テ
ー
ジ
2

•新河岸地区に【高齢者等
避難】（警戒レベル３）が
発令されたとき

•集合場所、特定の避難所
が開設されたとき

分散避難
開始

要配慮者
避難開始

 荒川・新河岸川の水位、防
災情報等の収集と役員への
伝達

 要配慮者に対する避難支援
を役員等へ指示

 地区住民への早めの避難
の呼びかけを役員等へ指示

 要配慮者の避難状況の確
認

 各号館委員長に依頼し、
住民へ分散避難を呼
びかける

 要配慮者宅、独居高齢
者宅を訪問し、避難を
呼びかける

 要配慮者の避難状況
の確認

地
区
か
ら
脱
出

11
時
間
～
3
時
間
前

ス
テ
ー
ジ
３

• 【避難指示】（警戒レベル
４）が発令されたとき

•荒川治水橋で氾濫警戒
情報が発表されたとき

•避難所第1段階（氾濫警
戒）が開設されたとき

住民は地区
から離れ避
難する

風雨が強く
なる前に避
難する

避難支援者は支援を終えて避難

 荒川・新河岸川の水位、区
からの避難情報を自治会員
に共有する

 避難所の開設支援等を行う
 避難後に、自治会員・地区
住民の避難状況の集約

 必要に応じて避難状況を区
へ報告

 避難所の開設支援な
どを行う

 避難後に、自治会員・
地区住民の避難状況
を自治会長に報告

避
難
の
徹
底
・継
続

３
時
間
前
～
0
時
間

ス
テ
ー
ジ
４

•荒川岩淵水門（上）で氾
濫危険情報が発表され
たとき

• 【緊急安全確保】（警戒
レベル５）が発令された
とき

確実に安全
な状況にな
るまで避難
場所から離
れない・戻ら
ないを徹底
する

 避難所での対応を継続
 安全な場所で自治会員・地
区住民の避難状況の共有

 避難者への被害状況の提
供

 避難所の開設支援な
どを行う

警戒レベル4までに必ず避難！逃げ遅れはゼロに!

•荒川岩淵水門（上）
•新河岸川笹目橋
➡水位が4ｍ超え
※さらに上昇見込み
のとき

•荒川岩淵水門（上）
➡水位6m超え

•新河岸川笹目橋
➡水位5ｍ超え
※さらに上昇見込み
のとき
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自治会の行動 個人がすること

連絡委員・各号館委員長 低層階
（戸建て及び2Fまで）

中層階（3～5F） 高層階（6F以上）

 避難行動要支援者名簿
の確認

 要配慮者に対し戸別訪問
し、避難の準備の呼びか
けと避難の予告をする

 家族と避難先・ハザードマップを確認

 親戚・知人等に受入れ依頼の連絡
 自治会へ避難先の連絡

 持ち出し品を確認
 貴重品や重要財産を
非浸水階に移動

 飲み物・食料の準備  避難の検討を行う
 飲み物・食料の準備
 避難生活用の物品を
準備

 要配慮者宅、独居高齢者
宅を訪問し、避難を呼び
かける

 要配慮者とその家族に
対し、避難を行うよう連
絡する

 要配慮者の避難状況の
確認

 避難に時間のかかる方は避難開始
 要配慮者は「無事ですバンダナ」を使い、避難したことを知らせる

 自治会へ避難の連絡

 停電等に備え充電開始

避難支援者は支援を
終えて避難

 安全な場所で要配慮者
の避難状況の確認

 避難後に、要配慮者の避
難状況を自治会長に報
告

速やかに避難する
地区に戻らない

 安全な場所で要配慮者
の避難状況の確認

避難完了 安全確保の徹底 避難の継続

警戒レベル4までに必ず避難！逃げ遅れはゼロに!

※2週間以上浸水が続くため新河岸地区外へ
避難してください。
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ステージ きっかけ情報

自治会の行動

目標 自治会長 役員

避
難
の
準
備

72
時
間
（3
日
）～
27
時
間
前

ス
テ
ー
ジ
１

•分散避難が呼びかけら
れたとき

•住民防災組織（自治会）
へ区から情報提供された
とき

•福祉施設から避難関係
の連絡があったとき

分散避難
準備開始

 荒川・新河岸川の水位、防
災情報等の収集と役員へ
の伝達

 役員等を招集し、自治会の
各班への情報共有と役割
の確認を指示

 避難準備の呼びかけを始
めるよう役員へ指示

 他町会・自治会との連携事
項の確認

 各階担当者が、各戸に
チラシを入れたり、ハ
ンドマイクを使って、避
難の準備を呼びかける

 要配慮者宅へチラシを
入れて、避難の準備を
行うように呼びかける

 隣近所で避難の声掛け
をする

避
難
の
開
始

27
時
間
～
11
時
間
前

ス
テ
ー
ジ
2

•新河岸地区に【高齢者等
避難】（警戒レベル３）が
発令されたとき

•集合場所、特定の避難所
が開設されたとき

分散避難
開始

要配慮者
避難開始

 荒川・新河岸川の水位、防
災情報等の収集と役員へ
の伝達

 要配慮者に対する避難支
援を役員等へ指示

 地区住民への早めの避難
の呼びかけを役員等へ指
示

 要配慮者の避難状況の確
認

 要配慮者含む全住民
宅にチラシを入れて分
散避難を呼びかける

 要配慮者の避難状況
の確認

 隣近所で避難の声掛け
をする

地
区
か
ら
脱
出

11
時
間
～
3
時
間
前

ス
テ
ー
ジ
３

• 【避難指示】（警戒レベル
４）が発令されたとき

•荒川治水橋で氾濫警戒
情報が発表されたとき

•避難所第1段階（氾濫警
戒）が開設されたとき

住民は
地区から離れ
避難する

風雨が
強くなる前に
避難する

避難支援者は支援を終えて避難

 荒川・新河岸川の水位、区
からの避難情報を自治会
員に共有する

 避難所の開設支援等を行
う

 避難後に、自治会員・地区
住民の避難状況の集約

 必要に応じて避難状況を
区へ報告

 避難所の開設支援など
を行う

 避難後に、自治会員・
地区住民の避難状況
を自治会長に報告

避
難
の
徹
底
・継
続

３
時
間
～
0
時
間

ス
テ
ー
ジ
４

•荒川岩淵水門（上）で氾
濫危険情報が発表され
たとき

• 【緊急安全確保】（警戒
レベル５）が発令された
とき

確実に安全な
状況になるま
で避難場所か
ら離れない・
戻らないを徹
底する

 避難所での対応を継続
 安全な場所で自治会員・地
区住民の避難状況の共有

 避難者への被害状況の提
供

 避難所の開設支援な
どを行う

警戒レベル4までに必ず避難！逃げ遅れはゼロに!

•荒川岩淵水門（上）
•新河岸川笹目橋
➡水位が4ｍ超え
※さらに上昇見込み
のとき

•荒川岩淵水門（上）
➡水位6m超え

•新河岸川笹目橋
➡水位5ｍ超え
※さらに上昇見込み
のとき
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自治会の行動 個人がすること

民生･児童委員 低層階
（戸建て及び2Fまで）

中層階（3～5F） 高層階（6F以上）

 避難行動要支援者名簿
の確認

 各階連絡員が要配慮者
各戸へチラシを入れて、
避難の準備を行うよう
に呼びかける

 家族と避難先・ハザードマップを確認

 親戚・知人等に受入れ依頼の連絡
 自治会へ避難先の連絡

 持ち出し品を確認
 貴重品や重要財産を
非浸水階に移動

 飲み物・食料の準備

 避難の検討を行う

 要配慮者の避難状況
の確認

 要配慮者とその家族に
対し、避難を行うよう
連絡する

 要配慮者宅、独居高齢
者宅を訪問し、避難を
呼びかける

 避難に時間のかかる方は避難開始
 要配慮者は「無事ですバンダナ」を使い、避難したことを知らせる

 自治会へ避難の連絡

 停電等に備え充電開始

避難支援者は支援
を終えて避難

 安全な場所で要配慮者
の避難状況の確認

 避難後に、要配慮者の
避難状況を自治会長に
報告

速やかに避難する
地区に戻らない

 安全な場所で要配慮者
の避難状況の確認

避難完了 安全確保の徹底 避難の継続

警戒レベル4までに必ず避難！逃げ遅れはゼロに!

※2週間以上浸水が続くため新河岸地区外へ
避難してください。
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ステージ きっかけ情報
自治会の行動

目標 自治会長 役員

避
難
の
準
備

72
時
間
（
3
日
）
～
27
時
間
前

ス
テ
ー
ジ
１

•分散避難が呼びかけられたと
き

•住民防災組織（自治会）へ区か
ら情報提供されたとき

•福祉施設から避難関係の連絡
があったとき

分散避難
準備開始

 荒川・新河岸川の水位、
防災情報等の収集と役
員への伝達

 役員等を招集し、自治会
の各班への情報共有と
役割の確認を指示

 避難準備の呼びかけを
始めるよう役員へ指示

 他町会・自治会との連携
事項の確認

 住民にメールで避難
の準備を呼びかけ
る

 要配慮者へ避難の
準備を行うように呼
びかける

避
難
の
開
始

27
時
間
～
11
時
間
前

ス
テ
ー
ジ
2

•新河岸地区に【高齢者等避難】
（警戒レベル３）が発令されたと
き

•集合場所、特定の避難所が開設
されたとき

分散避難
開始

要配慮者
避難開始

 荒川・新河岸川の水位、
防災情報等の収集と役
員への伝達

 要配慮者に対する避難支
援を役員等へ指示

 地区住民への早めの避
難の呼びかけを役員等に
指示

 要配慮者の避難状況の
確認

 住民にメールで分散
避難を呼びかける

 要配慮者宅、独居高
齢者宅を訪問し、避
難を呼びかける

 要配慮者の避難状
況の確認

地
区
か
ら
脱
出

11
時
間
～
3
時
間
前

ス
テ
ー
ジ
３

• 【避難指示】（警戒レベル４）が
発令されたとき

•荒川治水橋で氾濫警戒情報が
発表されたとき

•避難所第1段階（氾濫警戒）が
開設されたとき

住民は
地区から
離れ避難
する

風雨が
強くなる前
に避難す
る

避難支援者は支援を終えて避難

 荒川・新河岸川の水位、
区からの避難情報を自治
会員に共有する

 避難所の開設支援等を
行う

 避難後に、自治会員・地
区住民の避難状況の集
約

 必要に応じて避難状況を
区へ報告

 避難所の開設支援
などを行う

 避難後に、自治会
員・地区住民の避難
状況を自治会長に
報告

避
難
の
徹
底
・継
続

３
時
間
前
～
0
時
間

ス
テ
ー
ジ
４

•荒川岩淵水門（上）で氾濫危険
情報が発表されたとき

• 【緊急安全確保】（警戒レベル５）
が発令されたとき

確実に安
全な状況
になるま
で避難場
所から離
れない・戻
らないを
徹底する

 避難所での対応を継続
 安全な場所で自治会員・
地区住民の避難状況の
共有

 避難者への被害状況の
提供

 避難所の開設支援
などを行う

警戒レベル4までに必ず避難！逃げ遅れはゼロに!

•荒川岩淵水門（上）
•新河岸川笹目橋
➡水位が4ｍ超え
※さらに上昇見込みのとき

•荒川岩淵水門（上）
➡水位6m超え

•新河岸川笹目橋
➡水位5ｍ超え
※さらに上昇見込みのとき
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自治会の行動 個人がすること

民生･児童委員 低層階
（戸建て及び2Fまで）

中層階（3～5F） 高層階（6F以上）

 避難行動要支援者名簿
の確認

 要配慮者へ電話で避難
の準備を行うように呼
びかける

 家族と避難先・ハザードマップを確認

 親戚・知人等に受入れ依頼の連絡
 自治会へ避難先の連絡

 持ち出し品を確認
 貴重品や重要財産を
非浸水階に移動

 飲み物・食料の準備

 避難の検討を行う
 避難生活用の物品を
準備

 要配慮者宅、独居高齢
者宅を訪問し、避難を
呼びかける

 要配慮者とその家族に
避難を行うよう連絡す
る

 要配慮者の避難状況
の確認

 避難に時間のかかる方は避難開始
 要配慮者は「無事ですバンダナ」を使い、避難したことを知らせる

 自治会へ避難の連絡

 停電等に備え充電開始

避難支援者は支援
を終えて避難

 安全な場所で要配慮者
の避難状況の確認

 避難後に、要配慮者の
避難状況を自治会長に
報告

速やかに避難する
地区に戻らない

 安全な場所で要配慮者
の避難状況の確認

避難完了 安全確保の徹底 避難の継続

警戒レベル4までに必ず避難！逃げ遅れはゼロに!

※2週間以上浸水が続くため新河岸地区外へ
避難してください。
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ステージ きっかけ情報
自治会の行動

目標 自治会長 棟長

避
難
の
準
備

72
時
間
（3
日
）～
27
時
間
前

ス
テ
ー
ジ
１

•分散避難が呼びかけられたと
き

•住民防災組織（自治会）へ区
から情報提供されたとき

•福祉施設から避難関係の連
絡があったとき

分散避難
準備開始

 荒川・新河岸川の水位、防
災情報等の収集と役員へ
の伝達

 棟長を招集し、各階役員
への情報共有と役割の確
認を指示

 避難準備の呼びかけを始
めるよう棟長へ指示

 各階の役員へ情報
共有と役割の確認
を指示

 各階の役員へ避難
準備の呼びかけを
始めるよう指示

避
難
の
開
始

27
時
間
～
11
時
間
前

ス
テ
ー
ジ
2

•新河岸地区に【高齢者等避
難】（警戒レベル３）が発令さ
れたとき

•集合場所、特定の避難所が開
設されたとき

分散避難
開始

要配慮者
避難開始

 荒川・新河岸川の水位、防
災情報等の収集と棟長へ
の伝達

 住民を集会場に集めるよ
う棟長へ指示

 集会場の鍵を開ける

 住民を集会場に集
めるよう役員へ指示

 自治会長と一緒に
避難支援

 集会場へ集まった避難希望者に、どこへ避難する
か確認

 分散避難者を除く避難希望者と、一緒に避難所へ
移動

地
区
か
ら
脱
出

11
時
間
～
3
時
間
前

ス
テ
ー
ジ
３

• 【避難指示】（警戒レベル４）
が発令されたとき

•荒川治水橋で氾濫警戒情報
が発表されたとき

•避難所第1段階（氾濫警
戒）が開設されたとき

住民は地区
から離れ
避難する

風雨が強く
なる前に避
難する

避難支援者は支援を終えて避難

避
難
の
徹
底
・継
続

３
時
間
前
～
0
時
間

ス
テ
ー
ジ
４

•荒川岩淵水門（上）で氾濫危
険情報が発表されたとき

• 【緊急安全確保】（警戒レベル
５）が発令されたとき

確実に安全
な状況にな
るまで避難
場所から離
れない・戻ら
ないを徹底
する

警戒レベル4までに必ず避難！逃げ遅れはゼロに!

•荒川岩淵水門（上）
•新河岸川笹目橋
➡水位が4ｍ超え
※さらに上昇見込みのとき

•荒川岩淵水門（上）
➡水位6m超え

•新河岸川笹目橋
➡水位5ｍ超え
※さらに上昇見込みのとき
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自治会の行動 個人がすること

各階役員
低層階

（戸建て及び2Fまで）
中層階（3～5F） 高層階（6F以上）

 要配慮者含めた全戸を
個別訪問し、避難の準
備を呼びかける

 要配慮者含めた全戸を
個別訪問し、高齢者等
避難が発令されたら集
会場へ集まるよう呼び
かける

 家族と避難先・ハザードマップを確認

 親戚・知人等に受入れ依頼の連絡
 自治会へ避難先の連絡

 持ち出し品を確認
 貴重品や重要財産を
非浸水階に移動

 飲み物・食料の準備

 避難の検討を行う
 避難生活用の物品の
準備

 各戸訪問し、集会場へ
集合するよう声掛けす
る

 自治会長・棟長と一緒
に避難支援

 集会場へ集まった避難
希望者に、どこへ避難
するか確認

 分散（縁故等）避難者を
除く避難希望者と一緒
に避難所へ移動

 避難に時間のかかる方は避難開始
 要配慮者は「無事ですバンダナ」を使い、避難したことを知らせる

 停電等に備え充電開始

 自治会へ避難の連絡

避難支援者は
支援を終えて避難

速やかに避難する
地区に戻らない

避難完了 安全確保の徹底 避難の継続

警戒レベル4までに必ず避難！逃げ遅れはゼロに!

※2週間以上浸水が続くため新河岸地区外へ
避難してください。
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ステージ きっかけ情報
町会の行動

目標 町会長
役員（防火防災部長が中心に

行動する）

避
難
の
準
備

72
時
間
（3
日
）
～
27
時
間
前

ス
テ
ー
ジ
１

•分散避難が呼びかけられ
たとき

•住民防災組織（町会）へ区
から情報提供されたとき

•福祉施設から避難関係の
連絡があったとき

分散避難
準備開始

 荒川・新河岸川の水位、防
災情報等の収集と役員への
伝達

 役員等を招集し、町会の各
班への情報共有と役割の確
認を指示

 避難準備の呼びかけを始め
るよう役員へ指示

 他町会・自治会との連携事
項の確認

 役員と一緒に住民に避難の
準備を呼びかける

 住民に電話・LINE・
車・拡声器・メールを使
い、避難の準備を呼び
かける

 要配慮者宅を戸別訪問
したり、電話・名簿・チ
ラシ・車を使い、避難の
準備を行うように呼び
かける

 各部役員が協力して行
動する

避
難
の
開
始

27
時
間
～
11
時
間
前

ス
テ
ー
ジ
2

•新河岸地区に【高齢者等
避難】（警戒レベル３）が発
令されたとき

•集合場所、特定の避難所
が開設されたとき

分散避難
開始

要配慮者
避難開始

 荒川・新河岸川の水位、防
災情報等の収集と役員への
伝達

 要配慮者に対する避難支援
を役員等へ指示

 地区住民への早めの避難の
呼びかけを指示

 要配慮者の避難状況の確認
（どこに避難するか指定）

 役員と一緒に分散避難を呼
びかける

 住民に電話・LINE・拡
声器・車・メールを使い
分散避難を呼びかける

 要配慮者宅、独居高齢
者宅を訪問し、避難を
呼びかける（要支援
チームを事前に作って
おき、活用する）

 バンダナを使って要支
援者避難状況の確認

 役員が班長に連絡し、
班の協力を依頼

地
区
か
ら
脱
出

11
時
間
～
3
時
間
前

ス
テ
ー
ジ
３

• 【避難指示】（警戒レベル
４）が発令されたとき

•荒川治水橋で氾濫警戒情
報が発表されたとき

•避難所第1段階（氾濫警
戒）が開設されたとき

住民は
地区から
離れ
避難する

風雨が
強くなる前
に避難する

避難支援者は支援を終えて避難

 荒川・新河岸川の水位、区
からの避難情報を町会員に
共有する

 避難所の開設支援等を行う
 避難後に、町会員・地区住
民の避難状況の集約

 必要に応じて避難状況を区
へ報告

 避難所の開設支援など
を行う

 避難後に、町会員・地
区住民の避難状況を町
会長に報告

避
難
の
徹
底
・継
続

３
時
間
前
～
0
時
間

ス
テ
ー
ジ
４

•荒川岩淵水門（上）で氾
濫危険情報が発表され
たとき

• 【緊急安全確保】（警戒レ
ベル５）が発令されたと
き

確実に安全
な状況にな
るまで避難
場所から離
れない・戻
らないを徹
底する

 避難所での対応を継続
 安全な場所で町会員・地区
住民の避難状況の共有

 避難者への被害状況の提供
 住民の意見を最小限聞きな
がら、避難所で問題を発生
させない

 避難所の開設支援な
どを行う

警戒レベル4までに必ず避難！逃げ遅れはゼロに!

•荒川岩淵水門（上）
•新河岸川笹目橋
➡水位が4ｍ超え
※さらに上昇見込み
のとき

•荒川岩淵水門（上）
➡水位6m超え

•新河岸川笹目橋
➡水位5ｍ超え
※さらに上昇見込み
のとき
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町会の行動 個人がすること

民生・児童委員 低層階
（戸建て及び2Fまで）

中層階（3～5F） 高層階（6F以上）

 避難行動要支援者名簿
の確認

 要配慮者へ戸別訪問し
たり、電話を使い、避難
の準備を行うように呼
びかける

 家族と避難先・ハザードマップを確認

 親戚・知人等に受入れ依頼の連絡
 町会へ避難先の連絡

 持ち出し品を確認
 貴重品や重要財産を非
浸水階に移動

 高台への避難準備を始
める

 事前に協力者を探し、確
保しておく

 飲み物・食料の準備  避難の検討を行う
 避難生活用の物品を準
備

 要配慮者宅、独居高齢
者宅を訪問し、避難を
呼びかける

 要配慮者とその家族に
避難を行うよう連絡す
る

 要配慮者の避難状況
の確認

 避難に時間のかかる方は避難開始
 要配慮者は「無事ですバンダナ」を使い、避難したことを知らせる

 町会へ避難の連絡

 停電等に備え充電開始

 隣近所に声をかけてか
ら避難する

 行動状況を示す

避難支援者は支援
を終えて避難
 安全な場所で要配慮者
の避難状況の確認

 避難後に、要配慮者の
避難状況を町会長に報
告

速やかに全員避難
地区に戻らない

 安全な場所で要配慮者
の避難状況の確認

 乳幼児の対応
 ペットの対応
 避難所では要支援者は
別枠で対応する

避難完了 安全確保の徹底 避難の継続

警戒レベル4までに必ず避難！逃げ遅れはゼロに!

※2週間以上浸水が続くため新河岸地区外へ
避難してください。
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ステージ きっかけ情報

町会の行動

目標 町会長 役員

避
難
の
準
備

72
時
間
（
3
日
）
～
27
時
間
前

ス
テ
ー
ジ
１

•分散避難が呼びかけら
れたとき

•住民防災組織（町会）へ
区から情報提供された
とき

•福祉施設から避難関係
の連絡があったとき

分散避難
準備開始

 荒川・新河岸川の水位、防
災情報等の収集と役員へ
の伝達

 役員等を招集し、町会の各
班への情報共有と役割の
確認を指示

 避難準備の呼びかけを始
めるよう役員へ指示

 他町会・自治会との連携事
項の確認

 住民にチラシを使い、
避難の準備を呼びか
ける

 要配慮者へチラシを使
い、避難の準備を行う
ように呼びかける

避
難
の
開
始

27
時
間
～
11
時
間
前

ス
テ
ー
ジ
2

•新河岸地区に【高齢者等
避難】（警戒レベル３）が
発令されたとき

•集合場所、特定の避難所
が開設されたとき

分散避難
開始

要配慮者
避難開始

 荒川・新河岸川の水位、防
災情報等の収集と役員へ
の伝達

 要支援者に対する避難支
援を役員等へ指示

 地区住民への早めの避難
の呼びかけを指示

 要配慮者の避難状況の確
認

地
区
か
ら
脱
出

11
時
間
～
3
時
間
前

ス
テ
ー
ジ
３

• 【避難指示】（警戒レベ
ル４）が発令されたとき

•荒川治水橋で氾濫警戒
情報が発表されたとき

•避難所第1段階（氾濫
警戒）が開設された
とき

住民は
地区から
離れ
避難する

風雨が
強くなる前に
避難する 避難支援者は支援を終えて避難

避
難
の
徹
底
・継
続

３
時
間
前
～
0
時
間

ス
テ
ー
ジ
４

•荒川岩淵水門（上）で氾
濫危険情報が発表され
たとき

• 【緊急安全確保】（警戒
レベル５）が発令された
とき

確実に安全
な状況にな
るまで避難
場所から離
れない・戻ら
ないを徹底
する

 避難所の開設支援
などを行う

警戒レベル4までに必ず避難！逃げ遅れはゼロに!

•荒川岩淵水門（上）
•新河岸川笹目橋
➡水位が4ｍ超え
※さらに上昇見込み
のとき

•荒川岩淵水門（上）
➡水位6m超え

•新河岸川笹目橋
➡水位5ｍ超え
※さらに上昇見込み
のとき
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個人がすること

低層階
（戸建て及び2Fまで）

中層階（3～5F） 高層階（6F以上）

 家族と避難先・ハザードマップを確認

 親戚・知人等に受入れ依頼の連絡
 町会へ避難先の連絡

 飲み物・食料の準備

 持ち出し品を確認
 貴重品や重要財産を非浸水階に
移動

 避難の検討を行う
 避難生活用の物品を準備

 避難に時間のかかる方は避難開始
 要配慮者は「無事ですバンダナ」を使い、避難したことを知らせる

 町会へ避難の連絡

 停電等に備え充電開始

速やかに避難する
地区に戻らない

避難完了 安全確保の徹底 避難の継続

警戒レベル4までに必ず避難！逃げ遅れはゼロに!

※2週間以上浸水が続くため新河岸地区外へ
避難してください。



板橋区からの避難情報を待つだけではなく、自ら情報を入手しま
しょう。洪水の状況を把握するために、以下の情報に注意しましょう。

● 雨や風などの気象情報 ● 荒川下流域のライブ映像 ● 荒川の水位情報
● 避難情報(高齢者等避難・避難指示・緊急安全確保) ●避難所開設情報

情情報報入入手手先先 入入手手方方法法 情情報報

携携
帯帯
電電
話話
・・
スス
ママ
ホホ
・・
パパ
ソソ
ココ
ンン

板橋区防災メール

メール配信サービスメールアドレス
itabashi@cousmail-entry.cous.jp
上記アドレスに空メールを送ると
自動的に返信がきますので、登録
が完了となります。

水位
雨量
気象
避難
避難所板橋区公式LINE

アカウント

国土交通省川の防災情報

「気象×水害・土砂災害情報

マルチモニタ」 板橋区内の川の水位や
気象警報注意報等が確認できます。

水位
雨量

ライブ映像
気象
避難

気象庁

「あなたの街の

防災情報」

https://onl.la/eSjUtwU

警報発表の時期や雨雲の動き、
浸水・洪水の危険度分布
（キキクル）等が確認できます。

雨量
気象
キキクル

板橋区

気象情報

http://www.micosfit.jp/itabashi/
荒川・新河岸川の水位が
確認できます。

水位
雨量
気象

ライブ映像

電電
話話

荒川下流河川事務所

「水位・雨量自動応答装置」

0033--33990022--22339933

電話を掛けると自動音声によって岩淵水門付
近の観測水位と雨量が確認できます。

水位
雨量

テテ
レレ
ビビ

データ放送

ご家庭のテレビのリモコンの「ｄボタン」
を押して、ＴＯＰメニューの「河川水位
雨量情報」および「防災・災害情報」

（ＮＨＫの場合）を選択します。

水位
雨量
気象
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確確認認すすべべきき情情報報

防防災災情情報報のの入入手手先先

水水害害ののおおそそれれががああるる場場合合

防防災災情情報報のの入入手手～～そそのの11～～

板橋区防災メール

LINE公式アカウントでは、防災
に関する情報ほか、受け取りた
い情報を選択できます。

https://bit.ly/river itabashi
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水水害害ののおおそそれれががああるる場場合合

防防災災情情報報のの入入手手～～そそのの22～～
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水水害害ののおおそそれれががああるる場場合合

防防災災情情報報のの入入手手～～そそのの33～～
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水水害害ののおおそそれれががああるる場場合合

防防災災情情報報のの入入手手～～そそのの４４～～



新河岸小学校

荒川が氾濫した場合、地区はあっという間に浸水しますので事前の避難が
大切です。

想想定定浸浸水水深深・・浸浸水水継継続続時時間間

想想定定さされれるる浸浸水水のの深深ささ

27

水水害害ののおおそそれれががああるる場場合合

想想定定浸浸水水深深とと想想定定浸浸水水継継続続時時間間

※荒川下流河川事務所荒川3D洪水浸水想定区域図より



浸水のおそれがない所に居住す
る家族、親戚、知人の家やホテル
などへ早めに避難する。

避避難難行行動動ににつついいてて

（（
縁縁
故故
等等
避避
難難
））

分分
散散
避避
難難

在在
宅宅
避避
難難

お住まいが浸水区域外や家屋
倒壊の恐れがない丈夫な建物の
上層階の場合、食料などを確保
したうえで自宅にとどまって避
難をする。

((

避避
難難
所所
避避
難難))

高高
台台
避避
難難

・可能な限り区内の浸水が及ば
ない地域に避難する。

・区が指定する避難所が開設し
ていることを確認し、できる
だけ早く避難をする。

よよりり適適切切なな避避難難にに向向けけてて

命命をを守守るるににはは ～～そそのの１１～～

緊緊
急急
垂垂
直直
避避
難難

高台へ避難する時間的猶予が
ない場合、近くの丈夫な建物の
上層階(4階以上)に移動し避難
する。
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事前の避難

↓↓こんな時に行う避難↓↓

・台風の接近前
・傘をさしても歩ける雨風
・バスや電車が動いている
・高齢者等避難の発令等

避難は浸水が始まる前に行いましょう！

緊急時の避難
↓↓こんな時に行う避難↓↓

・緊急安全確保の発令
・堤防の決壊
・浸水まで時間の余裕が無い

安全に避難をするために、台風の接近前やバスや電車が動いている
時間に余裕をもって「事前避難」を行ってください。万が一、逃げ遅
れた場合には、高い建物の上層階へ避難してください。
なお、台風が過ぎ去った後に、河川水位が最も高くなる可
能性があるので、気を緩めないでください。

自宅での避難
↓↓こんな方が行う避難↓↓

・浸水被害が想定されて
いない地域の方
・避難指示等が発令されて
いない地域に居住の方



徒歩での避難が基本です。
車での避難は渋滞に巻き込まれたり、水に

浸かってしまうと動かなくなったりすること
もあるため、たいへん危険です。

余裕を持った避難を行うためには、水位等の情報に注意し、
適切なタイミングで避難を開始することが重要です。

避難所へ行くには、自力で避難が可能な方でも１時間程度必要と
なります。以下の情報を目安に、早めに避難を始めましょう。

浸水が始まり、逃げ遅れた場合には無理に避難所に行かず、現在の場
所にとどまることや、近くの高い建物（４階以上）に避難します。

その際には、約２週間以上の孤立のおそれ があります。
孤立した時の留意事項→ 水や食料を備蓄しているか

簡易トイレの準備をしているか
病人が出た場合に対応が難しい
定期的な診療を受けている人が診療をうけられない

避避難難のの開開始始

避避難難のの方方法法

万万がが一一逃逃げげ遅遅れれたた場場合合のの避避難難

浸水した状態では、道路と側溝、用水路の境が見分けら
れずに水流に流される事故や、マンホールの蓋が開いて下
水に落ちる事故が発生しているため危険です！

よよりり適適切切なな避避難難にに向向けけてて

命命をを守守るるににはは ～～そそのの２２～～
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水害時における避難所の開設は、区の災害対策本部が決定します。
新河岸地区から近い避難所は複数ありますが、荒川や新河岸川氾濫の危険性の度

合いによって開設される避難所は変わります。どの避難所が開設されているかは、
区から発表される避難情報等で確認してください。
下記4つの避難所については、新河岸地区住民が避難するタイミングで開設して

います。
避難情報は防災行政無線、広報車、防災メールなどから取得することができます。

新新河河岸岸地地区区かからら近近いい避避難難所所

よよりり適適切切なな避避難難にに向向けけてて

命命をを守守るるににはは ～～そそのの33～～
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■お近くのバス停から行ける避難所

新河岸都営住宅入口バス停から
北野小

高島平駅バス停から
赤二中
成増小
赤三中

新河岸地区
新河岸地区

赤二中
赤三中

北野小

成増小



●高齢者
●障がい者
●難病患者
●乳幼児
●妊産婦
●外国人の方 など

地域内には避難の支援が必要な「要配慮者」がいます。水害時には、
地域内で助け合って全員が安全に避難することが大切です。

避難支援の方法は以下の点に注意して行いましょう。

地地域域内内のの助助けけ合合いいのの考考ええ方方

避避難難支支援援ををすするる時時のの注注意意点点

【布担架を使用】
一般成人男性４人

【椅子を使用】
一般成人男性 2人
布担架に代用できる資材
・毛布 ・シーツ
・カーテン

支援者が人を上階に避難させる時の目安

●避難支援者は、支援が必要な方と一緒に避難を完了しましょう。
どうしても自宅に戻るなど避難先を出なければならない場合は、
ひとりでは行動しないようにしてください。

●避難場所への移動が困難な場合、支援が必要な方を建物の
上階（4階以上）へ避難させるようにしてください。

よよりり適適切切なな避避難難にに向向けけてて

命命をを守守るるににはは ～～そそのの44～～
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１.重要書類（通帳等） ２．着替え 3．パソコン（データ）

４．位牌 5．書類（アルバム等） 6．自動車

守る必要のある財産として以下の物が考えられます。

危険な水位に達する前に財産の保護を終え、ご自身や地域の方の身を
守ることを優先しましょう。日頃からの準備が重要です。

優先
順位

守る財産 守る方法

１

２

３

４

５

守る必要のある財産とその優先順位を確認して、その方法を書き込み
ましょう。守る方法は自宅の浸水深を踏まえて決めましょう。

財財産産のの例例

守守るる財財産産ののリリスストト

財財産産のの保保護護

よよりり適適切切なな避避難難にに向向けけてて

被被害害をを減減ららすすににはは
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避難場所での生活に最低限必要なもの（3日分程度）を用意します。
すぐに避難できるように普段から必需品はリュックなどに準備してお

きましょう。用意には 3 0分以上掛かると考えて下さい。

※ほかに必要だと思うものがあれば、書き加えましょう。

 非常食・飲料水(多めに)  ろうそく
 携帯ラジオ（予備電池）  懐中電灯（予備電池）
 衣類（下着、上着、手袋、靴下、

ハンカチ、タオルなど）
 生活用品（ライター、ナイフ、缶切り、

ティッシュ、ビニール袋、歯ブラシ）
 救急医療薬（ばんそうこう、ガーゼ、

包帯、かぜ薬、マスクなど）

 使い捨てビニール手袋・使い捨てビ
ニールエプロン・ゴミ袋

 ウエットティッシュ・ペーパータオ
ル

 消毒用品(アルコール消毒・ハンド
ソープ・固形石けん)

 体温計

 運動ぐつ

 携帯トイレ

 健康保険証（身分証明書）  携帯電話（充電器）

 現金などの貴重品  マイナンバーカード・通帳

 常用薬（持病のある方）  おくすり手帳
 粉ミルク・紙おむつ  介護用品
 生理用品

 毛布、寝袋  使い捨てカイロ
 カセットコンロ  割りばし
 床に敷くシート  モバイルバッテリー

●非常持ち出し袋に入れておくもの

● 避難する時に必ず持ち出すもの

● 家族構成によって必要なもの

● あると便利なもの

非非常常持持ちち出出しし品品のの用用意意

非非常常持持ちち出出しし品品リリスストト

よよりり適適切切なな避避難難にに向向けけてて

避避難難所所ででのの生生活活 ～～そそのの１１～～
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受受付付かからら部部屋屋割割りりままででのの流流れれ

よよりり適適切切なな避避難難にに向向けけてて

避避難難所所ででのの生生活活 ～～そそのの22～～
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別室にて避難

体育館等で避難

症状無症状有

みみんんななのの感感染染対対策策

①避難所では、マスク着用は必須です！持参しましょう

②手指消毒・手洗いをしましょう！

③体調が悪い場合は、すみやかに避難所運営本部に伝えましょう！

新型コロナウィルスなどの感染症が流行している場合は、人が多く
集まる指定避難所での避難に限らず、家族・友人宅への縁故避難や在
宅避難を検討します。

避難所での避難を行う場合は下記に示す①~③を守り、みな
さんで、感染症の拡大を防止しましょう。

体調不良者

避難所への避難者の受付

濃厚接触者
との申し出

発熱や咳などの症状



ペペッットトのの避避難難

避難所には、動物が苦手な人やペットの
アレルギーを持った人もいるため、人と
ペットの居住区は分けることが原則です。

 飼い主がケージ等を用意してください。
餌や水などの用意、餌やりや糞尿の始末は飼い主自身が行えるよ
うにしてください。

 基本的なしつけ（無駄吠えしない、飼い主の指示に従うなど）が
できていることが必要です。

 犬については、狂犬病注射済票を持参してください。
（予防接種を受けていない場合、伝染病が蔓延する可能性がある
ため、避難所では受入れできません。）

避難所に飼っているペットを連れて避難する場合には、以下のこと
に注意が必要です。

親戚や友人等、いざというときにペット
の預かり先を探しておきましょう。

ペペッットト避避難難のの準準備備

ペペッットト受受入入れれススペペーースス

預預けけ先先のの確確保保

よよりり適適切切なな避避難難にに向向けけてて

避避難難所所ででのの生生活活 ～～そそのの33～～
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水水害害にに備備ええてて

巻巻末末資資料料



荒
川

板橋区洪水
ハザードマップ
（荒川版）

平成28年5月30日に国土交通省が公表した
「洪水浸水想定区域図」（水防法の規定によ
る想定最大規模降雨、荒川が流れる地域で3
日間での総雨量632㎜の降雨があった場合）
に基づき作成。（令和3年7月作成）

集
中
豪
雨

板橋区洪水
ハザードマップ
（集中豪雨版）

東京都が作成した浸水予想区域図を基に、
想定最大規模の降雨（総雨量690㎜，1時間
雨量153㎜）があった場合に想定される浸水
状況。（令和3年7月作成）

想想定定さされれるる水水害害

水水害害にに備備ええてて

新新河河岸岸地地区区のの水水害害リリススクク
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新河岸地区

新河岸地区新河岸地区

新河岸地区

板板橋橋区区洪洪水水ハハザザーードドママッッププ
（集中豪雨版）

板板橋橋区区洪洪水水ハハザザーードドママッッププ
（荒川版）



新河岸地区

凡例

荒川流域
新河岸川流域
新河岸地区

 源流は日本百名山のひとつ甲武信ヶ岳
 新河岸地区で雨が降っていなくても、川の

水かさが増える恐れがあります。
 流 域 面積 ：2940 ㎢ （新河岸川の約7倍）
 延長(全長)：約173㎞（新河岸川の約5倍）

 源流は川越市の狭山丘陵
 板橋区やその近隣（狭山市・川越市・和

光市）で、激しい雨が降った場合に注意
が必要です。

 流 域 面 積 ：411 ㎢
 延長(全長)：約35 ㎞

 荒川の洪水は、埼玉県中心に広範囲（上図 ）で数日間大雨が
続いた時に発生しやすい

 新河岸川の洪水は、流域内（上図 ）で短時間に大量の雨が
降った場合に発生しやすい

第1回住民ワークショップ資料より
（東京管区気象台）

荒川と新河岸川では流域の広さが違う！

荒荒 川川

新新河河岸岸川川

水水害害にに備備ええてて

新新河河岸岸地地区区でで注注意意すすべべきき降降雨雨
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凡例

荒川流域
新河岸川流域
新河岸地区

※ 荒川の増水が心配されるときに注意する気象予報の発表区分（注意報・警報）
● 埼玉県秩父地方（秩父市、小鹿野町、横瀬町、皆野町、長瀞町）

三峰観測所
561mm

累積雨量
秩父観測所
519mm

笹目橋水位観測所

岩淵水門（上）水位観測所

過過去去のの事事例例

【河川水位】
荒川の岩淵水門（上）観測所では、カスリーン台風（昭和22年9

月）、狩野川台風（昭和33年9月）に継ぐ、過去3番目の最高水位
を観測した。

水水害害にに備備ええてて

降降雨雨とと水水位位のの関関係係 ～～そそのの11～～
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令和元年10月台風19号
【概要】
10月6日に南鳥島近海で発生

した台風第19号は、マリアナ
諸島を発達しながら西へ進み、
7 日には大型で猛烈な台風とな
りました。
主な雨量観測所の雨量は、

三峰561mm、秩父519mm、浦
山647mmでした。

浦山観測所
647mm



埼玉県を中心に広範囲で降っ
た雨が新河岸地区付近に到達す
るまでの時間は、約20時間の差
がありました。

令和元年10月台風19号過過去去のの事事例例

水水害害にに備備ええてて

降降雨雨とと水水位位のの関関係係 ～～そそのの22～～
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避避難難情情報報とと川川のの水水位位

※ 荒川の埼玉県側にある「治水橋」や「熊谷」の水位にも十分注意しましょう。

水水害害にに備備ええてて

洪洪水水予予報報
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やや強い雨
10～20㎜/時間

ザーザーと降り、地面一面に水たまりが
できる。

強い雨
20～30㎜/時間

どしゃ降りとなり、傘をさしていても
濡れるようになる。側溝や下水小さな
川があふれる。

激しい雨
30～50㎜/時間

バケツをひっくり返したように雨が降り、
道路が川のようになる。

非常に激しい雨
50～80㎜/時間

滝のように降り、傘は全く役に立たなく
なる。土石流が起こりやすくなる。

猛烈な雨
80㎜以上/時間

息苦しくなるような圧迫感がある。雨に
よる大規模な災害が発生するおそれが強い。

やや強い風
10～15m/秒

取り付けの不完全な看板やトタンが飛び
始める。風に向かって歩きにくくなる。

強い風
15～20m/秒

ビニールハウスが壊れ始める。風に向かっ
て歩けなくなり、転倒する人もでる。

非常に強い風
20～25m/秒

鋼製シャッターが壊れ始める。
しっかりと体を確保しないと転倒する。

非常に強い風
25～30m/秒

木が倒れたりブロック塀が壊れる。立って
いられなくなり、屋外の行動は危険。

猛烈な風
30m以上/秒

屋根が飛ばされたり、木造住宅の全壊が
起こり始める。

雨雨のの強強ささのの目目安安

風風のの強強ささのの目目安安

水水害害にに備備ええてて

雨雨やや風風のの強強ささのの目目安安
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浸水による自宅への被害を軽減するには、ご家庭にあるもの
を使って家屋への浸水を防ぐ、簡易水のう工法が効果的です。

① 40ℓ程度のごみ袋を二重にして、
中に半分程度水を入れます。

② 水の入ったごみ袋を、段ボールの
中に入れて使用します。
また、増水時にはトイレから水が
吹き上がることもあるため、ビ
ニール袋を重しにして抑えると効
果的です。

【ごみ袋を使った簡易水のうの作り方】

【その他の簡易水のう工法】

● 10リットル又は20リットルのポリ
タンクに水を入れ、レジャーシート
で包んで使います

● 吸水性ゲル水のうを簡易水のうと
して使います。吸水性ゲルは、軽
量、コンパクトですが、水を吸う
と膨張します。

簡簡易易水水ののうう工工法法

水水害害にに備備ええてて

自自宅宅へへのの浸浸水水被被害害のの軽軽減減策策



新新河河岸岸工工業業会会向向けけ

事事業業所所のの建建物物・・設設備備被被害害のの検検討討
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建物や設備などの被害検討では浸水時の水の深さや水の流れの強さ
に着目します。まずは、ハザードマップや事業所の図面などで確認
し、事業所内の建物ごとに以下の空欄を埋めてみましょう。

資料等で確認した
想定浸水深

周辺地盤と事業所敷地の
高さの差（盛土など）

事業所内の建物の基礎高

事業所建物内の浸水深

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

事業所建物内の浸水深
ｍ
＝ 想定浸水深

ｍ
－盛土高など

ｍ
－建物の基礎高

ｍ

事業所が浸水する場合の最大の深さを見ながら、以下の点から事業所
設備の被害状況を確認しましょう。
□ 事業に必要な設備はどれくらい浸水しますか。
□ 設備が浸水する場合、水面以下に精密・電子部品など浸水するこ
とで故障する箇所はありますか。

□ 汚れることで機能が損なわれるものはありますか。
※洪水では汚水や流出物が混じることが多いため、浸水した箇所はヘドロなどが張り付いた状
態になることがあります。

1. 想定される事業所内での浸水深から各種
設備が浸水するかを確認

2. 浸素した場合に故障や不具合が生じるか
どうかを判断

3. 復旧可能な故障や不具合か、復旧不可能
な故障・不具合かを判断

資料等で確認した
想定浸水継続時間
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新新河河岸岸工工業業会会向向けけ

商商品品・・重重要要デデーータタやや書書類類被被害害のの検検討討

事業所が浸水する場合の最大の深さを見ながら、以下の点から商品
や原材料などの被害状況を確認しましょう。
□ 商品や原材料の保管施設はどれくらいの浸水深になりますか。
□ 商品や原材料の保管位置はどれくらい浸水深しますか。
□ 浸水し、汚れても利用可能な商品や原材料ですか。
□ 浸水・流失しても地域に被害を与えない商品・原材料ですか。

商品・原材料

事業所建物内の
浸水深から判断

想定浸水深と事業所の図面
からみると我が社の保管庫で
は商品が若干浸水してしまい
ます。
水に濡れると商品価値が無

くなってしまうため、現状で
は全ての商品が被害を受ける
ことになりそうです。

重要データや書類被害の検討でも、前のページで算出した事業所での
浸水深を用いて検討を進めます。以下の手順で整理していきましょう。

1. 事業を行うために必要な書類やデータのリストアップ

2. リストアップされた項目の保管場所の確認

3. 保管場所の浸水可能性と水深の確認

4. 浸水による被害状況の判断

※総務・経理のみではなく、設計データや品質管理データなども重
要書類・データであることに留意しましょう



令令和和55年年年年年年年1122月月

万が一の事態に備えるためには、水害が発生した場合
を想定し、犠牲者を無くし、財産被害を軽減するための
行動を考えておく必要があります。
そのためには、次のような行動がポイントになります。

● 大雨・洪水時の状況把握や情報収集

● 余裕を持った適切な避難

● 全員が安全に避難するための地域内の助け合い

● 非常持ち出し品の用意などの事前の備え

● 水に浸かっては困る財産の保護・普段からの対策

この避難ルールブックでは、上記のポイントや行動の目安
となる情報について記載・解説しています。水害のおそれが
ある場合には、このルールブックを参考に行動してください。

◆◆ 緊緊急急連連絡絡先先【【電電話話及及びびメメーールルアアドドレレスス】】
（連絡先をあらかじめ記入）

制制作作協協力力：：国国土土交交通通省省関関東東地地方方整整備備局局荒荒川川下下流流河河川川事事務務所所・・板板橋橋区区危危機機管管理理部部


